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Swamp  Rice  Cultivation  in an  Iban  Village  of  Sarawak:
      Planting  Methods  as  an  Adaptation  Strategy

Masahiro IcHiKAwA'

Although  the lban  of  Sarawak  are  famous  for their shifting  cultivation  of  hill paddy,
swamp  rice  cultivation  is also  commonly  practiced  where  swamp  lands  exist.  It has  been
reported  that the farming  operations  are:  cutting  Scleria grass  with  a long bush  knife,
burning  the cut  grass, transplanting,  and  harvesting.  One  of  the  characteristics  of this
method  is transplanting.  In the study  village,  however,  some  different operations  from

those mentioned  above  were  practiced, and  the farming operations  were  observed  to be
different depending  on  the household, In this paper,  I will  first describe the farming
operations,  especially  those  of  land preparation  and  planting, and  then  examine  the
relationship  between  the  planting methods,  the type of vegetation,  and  the conditions  of

households.

   In the village,  the planting  was  carried  out  not  only  by transplanting  but  also  by
broadcasting.  In the land  preparation,  not  only  Scleria grasslands  but also  secondary

forests and  Leersia grasslands  were  utilized;  and  a  herbicide  was  sprayed  in rnany  cases

instead of  cutting  by bush knife.

   A  relationship  was  found between  the type  of vegetation  and  the land  preparation  and

planting  methods.  For example,  in fallow Scteria grasslands,  where  small  amounts  of  weed

would  appear,  the  bush  knife wa$  used  for land  preparation  and  broadcasting could  be
practiced, while  in Leersia grasslands,  where  many  weeds  would  appear,  the herbicide was
sprayed  and  only  transplanting  was  practiced.  Each  household  determined  its planting
method  and  cultivated  area,  based on  the availability  of manpower  and  the importance of

rice  for the household. The  Iban  are  known  to change  their economic  activities  depending
on  the economic  conditions  of  their surroundings.  Swamp  rice  cultivation  is not  necessa-

rily  the main  activity  of  a household, and  the manpower  that allocates  to rice  c.ultivation

depends  on  its livelihood strategy.

   In this paper, it was  found  that not  only  transplanting  but  also  broadcasting  were

practiced, and  new  methods,  such  as  spraying  of  herbicides, were  adopted,  based  on  the
farmers'  accurate  knowledge  of the  vegetation.  Each  household selected  the  farming
methods  and  techniques,  following an  Iban style  of  the livelihood strategy.  As a  result,

various  farming  operations  were  observed  in the study  village.
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市川　 サ ラ ワ ク 州 イ バ ン 村落 に お け る 湿地 田稲作

1　 は 　 じ　 め　 に

　サ ラ ワ ク の イ バ ン Iban は ，
　 Freeman ［1955］ や Geertz ［1963］ を通 じて ，

一
般に 山地焼畑

民 と して 名高 い 。 しか し ， 彼 らは ， 焼畑
1）
で の 陸稲栽培だ け で は な く， 湿地が 存在す る と こ ろ で

は水稲栽培 も普通 に お こ な っ て い る ［Pringle　1970： 26］。 水稲栽培 は ， イ バ ン 語で ウ マ イ パ ヤ

umai 　Paya （umai は稲作地 ：pαya は湿地 の 意）と呼ば れ て お り， 本稿で い う湿地田 は そ れを訳

した言葉で あ る 。 サ ラ ワ クに お い て は，州面積 の 5 分 の 1 を 占め る海岸平野 お よ び ラ ジ ャ ン 川

や バ ラ ム 川 と い っ た 大き な河川 沿 い に 湿地が 広 く分布 し，そ こ で は湿 地 田稲作が米作 りの 中心

とな っ て い る。 さ らに ，類似 した稲作は ， 東南 ア ジ ア 島嶼部 の 熱帯湿潤気候 区 ， す なわ ち マ レ
ー

半 島， ス マ ト ラ ，ボ ル ネ オ， ス ラ ウ ェ シ ， ミ ン ダナ オ な ど の 海岸近 くで 普遍 的 に 見 られ る ［高

谷 1990： 76］。

　 こ う した湿地 田稲作 お よ び そ れ に 類似 した 稲作 は，人間の 営為 をむ や み に 加え な い ， 東南ア

ジ ア 熱帯湿潤気候下 の 湿地 に 適 応 し た栽培技術で お こ な われ る と され て い る 匚福井 1980：

725］。 す な わち，カ ヤ ッ リグ サ 科草地 を山刀 で伐採 し，火入 れす る だ け で 本田準備を終え ， 移

植に よ る植付 けを お こ な い ，後に 収穫 す る と い う もの で あ る 。 こ の 稲作 の 特徴 は無耕起 と移植

と指摘 され て い る ［高谷 1978： 32］。

　 しか しな が ら， 私が 定着調査を お こ な っ た イ バ ン の N 村で は，こ れ まで 報告され て いな い 湿

地 田稲作 の 様 々 な 特 徴を確認で き た 。 最 も注 目さ れ る べ き点 は，植付 け方 法 に お い て 移植だ け

で な く ， 直播 （散播）が 見 られ た こ と で あ る 。 しか も，散播 は近年 お こ な わ れ る よ う に な っ た

の で は な く ， 過去 に おい て は ，む しろ散播が植付 け の 中心 で あ っ た よ うだ 。 ま た，湿 地 田 は カ

ヤ ッ リ グサ 科草地 ば か りで な く，林地 や イ ネ科草地 で も開か れ，本田準備 の 除草 は ， 山ノ」で の

伐採以外に 除草剤の 散布
2）
に よ っ て もお こ な われ て い た 。

そ して ， 植付 け方法 は田 を 開 く前 の

植生 と関係 して お り， さらに植付 けを 含む栽培方法が世帯 ご と に 異 な る こ とが わ か っ て きた 。

そ こ で 本稿 で は ，
N 村 で 見 ら れ た 植付け技術 と植生 と の 関係 に つ い て 検討 し， さ ら に， 世帯 ご

と に植付 け方 法が異 な る理 由を世 帯の 構成員 と生業 の 観点か ら考察す る 。

　本 稿で は，以下 ， llで は調査村の 概要を説明す る 。 皿 で は村の 各筆で観 察された 稲作作業を

具体 的 に 紹介 し ， 作業体系 を植付 け方法 に 着 目 して 類型化 して い る 。 IVで は ，作業類型 ご と の

1）本稿 で い う焼畑 と は，丘 陵斜面 な ど の 比較的乾燥 した 土地 で 林地 を伐採，火入 れ後，陸稲 と副菜類

　 の 種子 を 点播 し，栽培す る 農地 で あ る 。

2）本田準備に除草剤 が利用 され て い る こ とは ， Sutlive ［1972 ： 215−216コ，　 Hoki ［1977： 458］， 福井

　 ［1980 ； 714］が 報告 して い る が ，除草剤 の 種類 ， 植生 との 関係，使用量 な ど の 細 か い 点 に っ い て は

　 触れ て い ない 。
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投入労働量，経費お よ び収量に つ い て 検討 し， V で は植付 け方法 と植生 およ び稲作世帯 との 関

係を考察 した 。 最 後 に VI で 本稿 の ま とめ をお こ な っ た 。

　N 村で の 現地調査 は ， 1995年 7〜 8 月 ， 1996 年 2 〜 6 月お よ び 10 〜 11 月 に お こ な い，1997

年 7 〜 8 月 お よび 1998 年 8 〜 12月に 補足資料 の 収集をお こ な っ た
。

した が っ て
， 本稿で 述 べ

る湿地田稲作 は主 に 1995〜 1996年に か けて の 様子で ある 。 村 び との 家に下宿 しなが ら， 栽培

方法 に つ い て の 観察， 聞き取 り ， 各筆 の 面積お よ び収穫量 の 測定，また，村 の 全世帯 に対 して

生業や 生計 に つ い て の イ ン タ ビ ュ
ーを実施 した 。 聞 き取 りや イ ン タ ビ ュ

ー
な ど は イ パ ン 語 に

よ っ て お こなわ れ た 。 また ，田の 面積の 測定お よ び イ ン タ ビ ＝
一の 際 に は イ バ ン の 助手を使 っ

た 。

H　 調査村 お よび そ の 周辺 の 概要

1 ．村 の位置 お よ び 自然 条件

　サ ラ ワ ク州 の 面積 は約 12万 km2 で ，　 そ こ に 160 万人余 り　 ［Department 　 of 　 Statistics，

Malaysia 　1997］ が住む 。 人 口密度は 13人／km2 と希薄で あ る 。 地形 的 に は，沿岸部や河川沿 い

にや や 内陸ま で 広が る低地帯 ， 河川中流域に 広が る丘 陵地 帯，そ して上流域の 山地帯の 大 き く

3っ に分 け られ る 。 住民 は，イ バ ン を は じめ，華人， マ レ
ー Malay ， ビ ダユ Bidayuh な ど の 多

民族か ら な る 。
こ の う ち ， イ バ ン は ， こ こ 400 年 ほ どの 間 に サ ラ ワ ク内全域に 勢力範囲 を拡大

した 。 今 日で は ， ほ とん ど の 河川 の 中 ・下流域 に広 く居住 し，州の 人 口 の 約3分の 1を占め る最

大民族 で あ る 。

　調査 をお こ な っ た N 村は，バ コ ン 川 沿い の 湿 地 と ， 内陸か らせ り出 して きた 丘陵 が 出合 う地

点 に 位置 して い る 。 こ の た め，村 の 面積 の 約 37km2 の う ち ， 半分 は 丘 陵地，残 り半分が バ コ ン

川沿 い の 湿地 で あ る。 村は ， ミ リか ら ミ リ ・ビ ン ト ゥ ル 道路 （以下 MB 道路 と記 す） を ビ ン

ト ゥ ル 方面 へ 30km ほ どの と こ ろ に位置 し （図 1 ）， ミ リか らは 1時間 に 2 本 ほ どの 割 で バ ス

が 出て い る。
い くつ か の ロ ン グ ハ ウ ス が散在す る MB 道路沿 い に ， す べ て の 村 び とが 生活 して

い る 。 ミ リは ， 市街地 人口約 10万 3千人 匚ibid．］で ，サ ラ ワ ク の 中で は 3 番目の 人 ロ を擁す る 。

1970 年以 降 の 石油産業 や 1980 年代 の バ ラ ム 川流域 を中心 と した木材伐採産業の 隆盛 ， さ らに ，

1990年代の 経済成長 に 影響 され急速 に発 展 し て きた都市で あ る 。

　こ の 辺 りの 年 間降水量 は 2
，
900mm 程度あ り ， 特に 9 〜 12 月は 多雨 で 月 間 250 〜 300　mm

以上 の 降雨が あ る。 逆 に 2 〜 3 月は比較的雨が少な い が そ れ で も 120 〜 130mm 程度 の 降雨が

ある。土壌 は，川沿 い の 湿地 に 泥炭土壌や 沖積土 が広範に 分布す る一
方 ， 道路沿い の 丘陵地 の

谷部 に は砂質土 が広 く分布す る ［Department 　of　Agricluture　Sarawak 　l972］。
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g　　　　　 10 　　　　　 20　　　　　30k 臨

一

図 1　 調査地域

2 ． ロ ン グ ハ ウ ス お よび生業

　ロ ン グ ハ ウ ス は イ バ ン が 居住 す る長屋式 の 住居 で ， サ ラ ワ ク で は一般的 に 見 られ る。そ の 内

部 は基本的に ビ レ ッ ク bilele（居室）と ル ア イ ruai （通廊）に わか れ る 。 ひ とつ の ビ レ ッ ク に 共

に 住む メ ン バ ー
は，多 くの 場合血 縁で つ な が り，生計 を

一
に す る独立 した集団 を構成す る と さ

れ，Freeman ［1955 ： 3−8］は そ れ を ビ レ ッ ク家族 （biteh　family ） と呼 ん だ 。　N 村で もや は り ビ

レ ッ ク単位 で 生 計が たて られ て お り， 本稿で 「世帯」 と い う場合 は こ の ビ レ ッ ク家族 を指 して

い る。

3）

　1996 年 5 月の 時点で ， N 村 の 世帯数 は 84， 各世帯 の 構成員の 合計 は 454 人で あ っ た 。 しか

3 ）Freeman ［1955 ： 5］は， ビ レ ッ ク 家族 が 食生活 を共に し，焼畑 な ど の 生業 や 儀礼 な ど を共 に お こ な

　　う単 位 で あ る と し て い る 。 ま た，イ バ ン 自身 も同 じ ビ レ ッ ク 内 の 構成 員 の 集 合を セ ビ レ ッ ク （se−

　 bilek，　se は ひ と つ を表す接頭辞） とい うひ と つ の 単位と して 認識 して い る こ と を報告 し て い る 。 今

　　日 の N 村 で も，
ビ レ ッ ク は 生業 をお こ な う際 の 経営 単位 と して 存在 し て お り，ま た，村 び と 自身

　　もセ ビ レ ッ ク と して そ の 単位 を 認 識 し て い る。
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し， 婚入 ， 婚 出，出生，死亡，出稼 ぎ等 の 理 由で 在村人 口 は 常 に 変動 して い た 。 特 に ，出稼 ぎ

の たあ に世帯 の 構成員 の い ずれか が 2，3ヵ月か ら数年間村を空け る こ とは普通 に 見られ た 。

4） し

か も ， 仕事は， 長期 的に 身分が 保証 され安定 した 収入 の 得 られ る役人や企業職員 と い っ た常 勤

職は ほ とん ど見 られ ず，建設現場で の 労夫などの 短期的契約 が ほ とん ど で あ っ た 。
こ の ため ，

実際の 在村者数 は 少な くな り， 村び と の 出入 りは激 しか っ た 。 1995年 6 月 〜 1996年 5 月 の 1

年間の うち 6 ヵ 月以上 在村 した者 は 262 人 で あ っ た 。 N 村 の ほ と ん ど の 村び と は イ バ ン で あ る

が， 6 人 の 華人男性 と ，
1 人 の カ ダザ ン Kadazan 　

5）
男性が村の 女性 と結婚 して い た 。

　1995年 6 月〜 1996 年 5 月 の 1 年間 に ， 各世帯が お こ な っ た 生 計を支え るた め の 活 動 と そ の

実施世帯数 （括弧内）は，湿地 田稲 作 （38），焼畑 で の 作物栽培 （14）， 野菜栽培お よ び販売 （8 ），

コ シ ョ ウ栽培お よ び販売 （28），果 樹栽培 お よび果実の 販売
6）

（16）， 家畜飼育 およ び販売
7）

（68），

漁撈 （46）， 狩猟 （36），木材伐採 ・製材 お よび販売 （23），
ラ タ ン 籠 の 製作 と販売 （56），雑貨

屋経営 （6 ），車 に よ る村 び とや 物 の 運搬 （3 ）， 出稼 ぎ （71） で あ っ た 。 近年 ， 道路沿い に移

住 し， 町 と の 繋が りが 強 ま っ た こ と に よ り現金 の 重要性が 増 し て き た 。 そ の よ う な 状況 の 中 で ，

出稼 ぎは現金収入を得 るた め に 重要で ， ほ とん ど の 世帯 が携 わ っ て お り， 出稼 ぎ世帯 の 現金収

入 の 79％ が 出稼 ぎか ら得 られ て い た 。 村内で の 仕事 で 現金収入を得るた め に特に 重要 な の は，

コ シ ョ ウ栽培 ， 木材伐採 ・製材， ラタ ン 籠 の 製作で あ っ た 。

8）

　湿地 田 稲作 と作業期 間が 完全 に 重複す る仕事 は，労働力 が 村外 に 出て しま う出稼 ぎ の み で

あ っ た 。 した が っ て ， 村 で お こ な わ れ る ほ と ん ど の 仕事 は ， 時期や
一

日 の 内 の 作業時間をず ら

して 稲作作業 と重複 しな い よ うにお こ な うこ とがで きた 。 焼畑 で の作物栽培は ， 湿地 田稲作 と

似 た サ イ ク ル で お こ なわれ るが ，そ の 作業 は湿地田稲作に 少 しず つ 先駆 けて お こ な われ るため

作業期間 の 重複は避 け られ て い た。 ただ， コ シ ョ ウ の 収穫期 の 初期と米の収穫期の 一部 （3 月

頃）が重 な る こ とが あ っ た 。 した が っ て ， コ シ ョ ウ栽培 は ほ と ん ど の 場合，労 働力 とな る家族

構成員 の 多 い 世帯で お こ な わ れ て い た 。

4）イ バ ン の男性 は ， ブ ジ ャ ラ イ bOjalaiと い う出稼 ぎ慣行で 知 られ る ［Freeman 　1955； 74−75；Kedit

　 l993 参照］。 若い 男性 が
一

年 の う ち ほ と ん ど 村 に い な い こ と も普通 で あ る 。

5） カ ダ ザ ン は，サ ラ ワ ク 州 に は ほ とん ど居住 して い な い が ，
サ バ 州 で は 全人 口 の 30％ 近 くを占め る

　 最大民族 で ，内陸 か ら東 西 の 海岸ま で の 間 に 広 く分布 して い る 。

6 ）果実 は 余剰が 出た場合，道路沿 い の 小屋や ミ リの 街頭で 販売さ れ た 。 面積や樹種を問わず果樹園を

　 持 っ て い る世帯 は 71 あ るが ， 販売 に 携わ っ た の が 16世帯 で あ っ た 。 果実が 毎年 で は な く数年ご と

　　に な る種類が 多 い と村 びと は指摘 して い た 。

7）村で は 主 に ニ ワ ト リ，ブ タ，ア ヒ ル が 飼 わ れ て い た 。
ニ ワ ト リ は しば しば ミ リに 運 ば れ 売 られ た 。

8 ）木材伐採 ・製材 は， バ コ ン 川 沿 い の 湿 地林内 で チ ェ ン ソ ーを 用 い て 樹木を伐採 し た後，角材 に 製材

　　して 華人商人 へ 売 る仕事 で あ る。 ラ タ ン 籠 の 作製 は，村 内外 の 森か ら採集 し た 自生 の ラ タ ン で 籠等

　　を作り，そ れを MB 道路沿 い や ミ リの 街頭 で 売る仕事で あ る 。
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皿　 湿 地 田 に お ける栽培方法

　調 査年に お い て
， 湿地 田稲作 の 作業が 稲作世帯全体や

一
部の グ ル ープ に よ り共同で お こ な わ

れ る の は稀 で ，ほ とん ど世帯単位 で お こ な わ れ て い た 。 稲作の 手順は，大 き く本田準備，稲 の

植付 け ， そ し て 収穫 へ と進む 。 こ れ ら の 作業 の 内 ，本田準備 と植付 け の 方法 は，田 が 開か れ る

土 地 の 植生 に よ っ て 異 な る と と も に ，世帯 ご と の 違 い も見 られ た 。 以下 に ， 1995　 一　 1996 年に N

村で お こ な われ た本田準備か ら収穫 まで の 様子を記述す る 。

1．本田準備

　（1 ）林地 で の 本田準備

　 8 月中旬か ら本田準備が始 ま っ た 。 二 次林 （temud α　
9 ））を 開 い た の は ， 稲作 をお こ な っ た 38

世帯 中 4 世帯 とわずかで あ っ た 。 二 次林は，以前 の 湿地 田が放棄 され，そ こ が森林に 回復 した

場所で あ っ た 。 休閑期間 は 7 〜 10 年弱ほ ど で ，樹木 は大 き い もの で 二 の 腕 ほ ど の 太 さ
Io）

で あ っ

た 。

　林地で の 本 田準備 の 手順 は，まず，林床 の 下草， ツ ル 類，低木を 山刀 （duhu ） で 刈 り取 り ，

1〜 2週間の 乾燥期間を お く。 そ の 後，チ ェ ン ソ
ー，斧，山刀 を使 っ て 高木を伐採 した 。 こ れ

は男が 中心 とな る仕事で ， 特に チ ェ ン ソ
ー

の使い手 はす べ て 男で あ っ た 。 伐採木 は 2 週間ほ ど

放置 ・乾燥 され，数 日間晴天が 続 くとき を見計 ら っ て 火が 入れ ら れ た。
11） 村 び と に よれ ば，林

地を 開 くこ と は，男手
12）

が確実に 必要 に な る こ と と ， 作業が 容易で な い とい う理由で ，男性の

作業者が い な い世帯で は敬遠 される 。

　 （2 ）草地で の 本田準備

　草地 は大 き く 2 つ の 植生型 に 分け られ た 。ひ と っ は エ ン パ サ ン emPasang （Scleria　sumatre ・

nsis 　Retz．） と呼 ばれ る カ ヤ ッ リグサ 科の 大型多年草 （高 さ 1．5〜 2．2　m 程度 ， 根元直径が 5

　 9 ）イ バ ン 語 で 二 次林一
般 を 指 す 。

　10）イ バ ン は，太 さ などを体の部位を 用 い て 表現する こ とが多 い
。

　11） 村 び と に よ れ ば，地表 の 水 の 移動 が 大 き い 湿 地 に お い て こ の 火入れ の 意義 は ，土壌 の 肥 沃性 を 高 め

　　　る こ と以 上 に，後 の 作業 の 邪魔とな る横た わ っ た伐採木や切 り株 を焼却 して 作業効率を上げ る こ と

　　 に あ る 。 火入 れ が うまくい か な い 場合，後 に お こ な う散播 の ま きむ ら調整，収穫 な ど の 作業が ， 倒

　　 木を ま た ぎ，か い く ぐ りな が ら の 面倒 な 作業 と な り，同 時 に 稲 の 植 付 け面積 も減 る 。

　12）男 は しば しば出稼ぎの た め村を 不在 に す る の で，稲作 は女中心 に 進め られ る 。 Freeman ［1955］ も

　　 イ バ ン の 稲作作業 が，大 木 の 伐採 な ど の 一
部 の 作業 を 除 い て 女中心 に 進 め られ る こ と を 指摘 して い

　 　 　る 。
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写真 1　 カ ヤ ツ リグ サ　 （Scleria　 sumatrensis

　　　 Retz ．） 草地 ：高さ 1．5〜 22　m 程度，
　　　 根元 直径 が 5mm 程度 の 大 型 多年 草 が

　　　 優 占す る 。

写真 2　 タ イ ワ ン ア シ カ キ　（Leersia　hexandra
　　　 Sw ．） 草地 ：高さ 50　cm 程度で ， 根元

　　　　直径 が 1 〜 2mm 程度 の イ ネ科が 優占
　　　　す る 。

mm 程度 ， 以下 ， カ ヤ ッ リグ サ ）が 優 占す る草地 （以下 ， カ ヤ ッ リグ サ 草地 ）で ある （写 真 1）。

も うひ とつ は ，
エ ン ク ロ ポ ッ enlerOPole （Leersia　hexandra 　Sw ．）と呼ばれ る イ ネ科の タイ ワ ン

ア シ カ キ が優 占す る 草地 で あ る 。 タ イ ワ ン ア シ カ キ は高 さ 50cm 程度で ， 根元 直径 は 1 〜 2

mm 程度 で あ る （写真 2 ）。 ま た ， 両種 が 混在す る草地 も見 られ た 。

13）
カヤ ッ リグ サ 草地 と タ イ

ワ ン ア シ カキ 草地で は本田準備の 方法が異な るた め
， 草地別 に そ の 方法を見て みよ う。

a ．カ ヤ ッ リグ サ 草地 で の 本田 準備

　カ ヤ ッ リグ サ 草地 で は ，刃渡 り 1m 程の 山刀 が野球 の バ
ッ ト ス イ ン グ の 要領 で 振 られ ，草の

根元 が刈 り取 られ た 。

14） 茎が太 く硬い た め ス パ っ と容易に 伐採可能で ある が，山刀 をひ たす ら

振 り続け ， 伐採す る の は き つ い作 業で ある 。 た だ し，本田準備 は ， 後 に お こ な わ れ る 植付 けや

収穫作業 と異な り，短期間で 仕上 げる必 要が な い た め
， 世帯に よ っ て 伐採 に か か る期間は大き

く異 な っ て い た 。 例え ば ， 作業者 が 高齢 な世 帯 は
一

日少 しず つ 作業を進 め長 い 期 間か けた の に

対 し，壮齢 の 作業者が い る世帯 は連 日長 時間の 作 業を お こ な え た の で 短期間 で 仕上 げる こ と が

多か っ た
。

　カ ヤ ッ リグサ草地で は人丈以上 の 硬質 な 草の 密 生 に よ り，草地 の 中を歩 き回 っ て お こ な う除

草剤 の 散布 は
， 労力が か か る こ と に 加 え ， 散 布 ノ ズ ル が 葉茎 に邪魔 され操 りに くくうま くで き

な い 。 また，村 び とは大 き くな っ た カ ヤ ッ リグ サ に は除草剤が 効 きに くい と い う 。 カ ヤ ッ リグ

13） こ の 他， 中型 の イ ネ 科 の ム ラ イ metai （lschaemum 　 magnum 　 Rendle．か lschaemum 　 goebelii

　　Hack ． の い ずれ か の 種） と呼ばれ る草本が面積的に は ご くわ ず か だ が MB 道路沿 い の 湿地 で 砂質

　　土が広が る と こ ろに 優 占 して い た。村 びと は， ム ラ イ の 生育地は土が 貧栄養 な た め 稲作 に は 不適 で

　　あ る が ， カ ヤ ッ リ グ サ や タ イ ワ ン ア シ カ キ の 生育地 は肥沃 で 稲作に 適 し て い る と認識 して い る 。

14） 2 世帯 が 山刀 だ け で な く，手持ち式 で エ ン ジ ン駆動 の 草刈 り機 を使用 した 。
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サ 草地で は除草剤 の 散布作業が難 しい こ と と そ の 有効性な ど の 点か ら山刀 に よ る伐採 が向 い て

い るわ けで あ る 。

　伐採 さ れ た草 は ，
1〜 2 週 間程 度乾燥 の た め に 放 置 され，数 日間晴 天 の 続 い た 日 を見計 ら っ

て 火入 れ ・焼却 され た♂
5） 火入 れ は 9 月上 旬 〜中旬に す べ て の 田 で お こ な わ れ た 。 火入 れ後 の

作業は ，植付け が散播 か 移植 の ど ち ら で お こ な わ れ るかに よ っ て 異な っ て くる 。 散播 で お こ な

われ る場合 ， 本田準 備 は 火入れ ま で と な る 。 移植 で お こ な わ れ る場合 ，再生 して き た カ ヤ ッ リ

グ サ の 芽 が 刃渡 り 50cm ほ ど の 短 い 山刀で 移植 開始直前 に 刈 り取 られ る か ， 除草剤 バ ラ コ
ー

ト
且6＞

が散布 され る こ と に よ り 2 回 目 の 除草 が な され た 。

　b． タイ ワ ン ア シ カ キ 草地 で の 本 田準備

　 タ イ ワ ン ア シ カ キ は，茎 が細 く柔 らか い ため 山刀を 振 っ て も薙 ぎ倒 され る ば か りで 切断 され

に くい 。 仮に 切 られ て も旺盛 に 再生 す るた め稲が 競争 に 負け て しま う 。 そ の た め， タ イ ワ ン ア

シ カ キ を完全 に 除草す るた め に 除草剤 パ ラ コ
ー

トが 必要 とな る 。 タ イ ワ ン ア シ カキ と カ ヤ ツ リ

グ サ の 混 生草地 で は，植生 の 状況 に よ り判断 さ れ，山刀 に よ る伐採 か パ ラ コ
ー

トの 散布 の い ず

れ か が お こ な われた 。
パ ラ コ ー トの 散布 に は背負 い式 で 手動 の 散布機 が用 い られ た 。 19 リ ッ ト

ル の 散布液 で 満 た さ れ た タ ン ク を背負 っ て ，片手 で ポ ン プ を上 下 さ せ， も う
一

方 の 手 に 長 さ

50cm ほ ど の 噴霧 ノ ズ ル の 柄 を握 っ て ， 草地内を くま な く歩きな が ら散布 して い た 。 冠水位が

高 い 場合 や散布直後に 雨に み まわ れ た場合 は除 草効 果 が 落 ち る た b ，再度散布 さ れ る こ とが

あ っ た 。

　除草剤 に よ っ て 枯れ た草は， しば ら く放 置 ・乾燥後 ，火入れ ・焼却 さ れ た 。 そ の 後 ， 1 カ 月

ほ ど して ，再 生 し て き た タ イ ワ ン ア シ カ キ に対 して 移植直前に 再度 パ ラ コ
ー トが散布 された 。

　（3 ） 湿地 田 の 面積

　 こ の よ う に し て 開か れ た 田 の 面積 は，一筆 当た り 0．08 〜 1．48ha （平均 0，54　ha）で あ っ た 。

植付 け方法 の 違 い に よ る田 の 面積の 明確な差は見 られ なか っ た 。 調査年 で は，湿地 田稲作を お

こ な っ た 38世帯中 12世帯 が 2 筆の 田を ， 他 は 1筆 の み を 開 い た た め
， 合計 で 50 筆 の 田 が 作 ら

れ た 。 世帯 ご と で は 0．11 〜 2，35ha （平均 は 0．87　ha） の 田 が作 られ た。世帯間で の 田 の 最大 と

最小 の 面積の 間 に は 20倍強の 差 が ある 。

15） こ の 火入 れ の 意義 は， そ の 後 の 作 業 （特 に 移 植 ） を 容易 に す る た め 田 に 積 も っ た 枯 れ 草 を 取 り除 く

　 　こ と で あ る と い う 。

16） パ ラ コ ート は，非 ホ ル モ ン 型 の 接触性除草剤 で ，草種 に よ る 選択性 は 少 な くt ほ とん ど す べ て の 草

　 　に 強 い 除草効果を示 す。
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2．散播また は移植に よ る植付 け

　植付け で は，熱帯湿潤気候 下の 湿地 で の 稲作 の 特徴 の ひ と つ と され て きた 移植 ［高谷 1978 ：

32 ；福井 1980 二 712］が お こなわ れ て い る の と同時に ，直播 （散 播） も N 村で は
一

般的に見 ら

れ た 。 以下 に ．各 々 の 方法 に つ い て の 観察結果 を 記述 す る 。

　（1 ）散播

　林地が 開か れ た と こ ろ で は ， 火入 れ後植付 けはす べ て 散 播 に よ っ て お こなわ れ た 。 ま た， カ

ヤ ッ リグサ 草地が 開か れ た と こ ろ で も散播作業が よ く見 られ た 。 散播 は 9 月上 ・中旬に お こ な

わ れた 。 種籾は水に浸すな ど の 予措を しな い乾 い た もの で あ っ た 。 火入れ直後に 田 の 中を歩 き

っ っ 種籾をば らま くだ けなの で，散播作業 は移植 に比 べ れ ば非常 に楽 で 時間 もかか らない （写

真 3 ）。 しか し ， ま きむ らや ス ズ メ の 食害 ， 地表水 に よ る種籾 の 流 出など に よ り
一

筆内で 稲の 生

育密度 に差が で や すい
。 こ の ため ，10月中旬か ら 11 月上 旬 に か けて ，生育の 密 な部分か ら稲を

間 引き，疎 な部分 へ 移植 す る 「間引き移植」作業が お こ な わ れ た
。 村び と に よ れ ば ， 数あ る問

題 の 中 で もま い た種籾が ス ズ メ に 食わ れ て しま う食害 に は 最 も悩 ま さ れ る と い う。 こ う した 食

害 に よ る と考 え られ る稲 が発芽 しな い 部分 へ 苗 の 補植 をす る世帯 も見 られ た
。

　 （2 ） 移植

　林地 が開か れ た と こ ろ で は移植 はお こ な わ れ なか っ たが ， カ ヤ ッ リグサ 草地 ， タ イ ワ ン ア シ

カ キ草地，また は カ ヤ ッ リグサ と タ イ ワ ン ア シ カ キ の 混生草地 の い ず れ の 草地が 開か れ た 田 に

お い て も移植に よ る植付け は見 られ た 。

　移植 に 先立 ち，畑苗代 が 9 月上 旬か ら中旬に 田 の 周辺や ロ ン グハ ウ ス か ら田まで の 途 中の 道

わ きの 高 み に 作 られた 。 苗代設置場所 の 草木を 山刀で 刈 るか パ ラ コ ー トを撒 くか して枯 ら して

か ら火 入 れ を し，そ こ を穿孔棒 に よ り穴 を あ

け，種籾 を点播， 覆土 した あと肥料を ば らま い

た 。 本 田へ の 移植 は，稲が発 芽 ・生育 し ， 苗が

30cm を越 え る 10 月 中旬 か ら始 ま り， 11 月 中

旬頃 に は ほ と ん ど の 世帯 で 終 わ っ て い た 。 移植

は ， 長 さ 1m 程の 穿孔棒 を用 い て 片手で 穴 をあ

け ， も う
一

方 の 手 で 苗 を
一

っ まみ ず っ そ の 穴 に

差 し込 ん で い く作業で あ る 。 植え 付 け され た苗

の 苗間 は 25cm 程度で あ っ た 。 村 び と は，苗代

の 苗の 草丈 が 高 くな りす ぎて か らの 移 植 は好

ま し くな い と考え て お り，移植作業 は あ る程度
写 真 3　 散播 作業中 。 二 次林 を開 い て 4 年 目の

　 　　 湿地 田 に 乾 い た 籾 を ば ら ま く。
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短 期間で 集中的 に お こ な わ れ る 。 腰を屈 め た 移植作業 は，散播に 比 べ て 格段 に きっ い が ，散播

に よ るよ うな発芽 の 不揃 い の 問題 が な い 移植は ，植付 け が 終 わ っ て しまえ ば収穫 ま で ほ と ん ど

手 がか か ら な い 。 さ ら に，植付 け後 の 雑草 と の 競争 に 有利 な の で 生育 が 確実で ， 分げ っ しや す

く穂数 が多 くな るた め 収量 が 高 い と ， 移植 の 利点を村び と は 説明 して くれ た 。

3．植付け後の 除草，害虫対策および施肥

　散播 と移植 に か か わ らず 植付 け後 に 最 も多 く出現す る雑草は ，
エ ン チ ュ ル ン ガ enchurunga

（Ludwigia 　sp ．）と呼 ば れ る ア カ バ ナ科 チ ョ ウ ジ タ デ 属 の 一種 （以 下 ， チ ョ ウ ジ タ デ 属 ）で あ る 。

チ ョ ウ ジ タデ属 を含 む広 葉雑草 は ， 除草剤 2，　4−D17） の 散布 に よ っ て 除草 され る。
な お，2，4−D の

使用量 に っ い て，移 植田 と散播 田 の 間 に 明 らか な差 は 見 られ な か っ た 。 チ ョ ウ ジ タ デ 属 は湿地

で 旺盛 に繁茂 す る が ，休閑草地 と林地が 開 かれた 田や ， 常 に 冠水 して い る とこ ろ で は多 く見 ら

れ な い
。

し た が っ て ，除草に かか る手間 は，場所 に よ っ て ，ま た同 じ場所 で も年 ご と の 水条件

で 異 なる。 稲 の 植付け後村び とに 除草の 予定 を聞 くと， チ ョ ウ ジ タデ属が 多 く出れ ば す る し，

少な け れ ば しな い と い う答 え が 返 っ て くる の は こ の た め で あ る。 た だ し，本 田準備 時 に パ ラ

コ ー トを適切 に 散布 した と こ ろ で は，草本 の 地上部が 完全 に 枯死 し， 再生 が 遅 れ る た め植 付け

後 の 除草 の 必要性 が少 な くな る とい う 。 散布 は 11 月下 旬〜 12月の 間の 1 〜 2 日 ほ ど で お こ な

わ れ た 。

　害虫 は年ご とや場所 ごとに発生状況が異な り，大 きな被害が出る年 もある とい う。 主な害虫

は エ ン パ ン ガ ウ enP α ngau （カ メ ム シ 類 ） と ブ ン ガ ス bengas （イ ナ ゴ 類 ）で ．こ れ ら に 対 し て 殺

虫剤が散布され た。殺虫剤の 使用量に っ い て も，2，4−D と同様，移植田 と散播田の 間に 明 らかな

差 は 見 られ なか っ た 。 また，丘 陵地 の 谷部 に 作 られ た 田で は，移植後 しば ら くして 施肥 され る

こ とが あ っ た 。

4 ．収穫

　収穫 は， 2 月下旬 あ る い は 3 月上旬 か ら， ク タ ッ プ ketaP と い う掌 に 隠 れ る ほ ど の 小刀 を 用

い て，穂 摘み で お こ な わ れ た 。 村び とに よ れば ，移植 した 田 の 方が 散播 し た 田 よ り稲 の 穂数 が

多い た め，作業量 も増え る と い う。収 穫作 業の 観察や 収穫 日数の 聞 き取 りか らも移植 田の 方が

作業量 がか か る こ とが わ か っ た 。 本田準備か らの 一連 の 作業の 中で ， 収穫 は連 日早 朝か ら 日没

ま で 最 も集中的に 作業が お こ な われ た 。 こ れ は，登熟 した穂を一
日で も早 く収穫す る こ と に よ

り ，
ス ズ メ ，サ ル ， ノ ブ タ な ど に よ る食害 や，稲 の 倒伏 に よ る作業 の 非効率化を防 ぐ た め で あ

17）2，4−D は ホ ル モ ン 型 の 除草剤で ，広葉雑草 の み に 選択的 に 効 く。
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表 1　 湿地田稲作 の 作業 の 類型化

出所　現地調査 に よ り筆者が作成 。

表 2　 筆別 の 植付け方法 表 3　 世帯別の 植付け方法

作　 業 類 　 型 筆 数 計

B1 4

散 播 型 B2 721

B3 10

T1 4

T2 7
移 植 型 27

T3 10

T2 ・T3 6

散播型 と移植型 B3 ・T3 2 2

出所 ；現地調査 に よ り筆者 が 作成 。

作 業　 類　 型 世帯数 計

B1 4

散 播 型 B2 3 15

B3 8

T1 2
T2 5

移 植 型 T3 6 18
T2 ・ T3 4
T1 ・T2 1

B2 ・T3 2

散播 型 と B3 ・T2 1
5

移植型 B3 ・T3 1

B3 ・T2 ・T3 1

出所 　現 地 調査 に よ り筆者 が 作成 。

る と い う。 摘 み取 っ た 稲穂 は ， ロ ン グ ハ ウ ス に 近 い 田か らは毎 日運 び帰 るが ，少 し離 れ る と田

の 傍 の 出作 り小屋 に 収穫作業が終了す る ま で
一

時的に 保管 さ れ る こ と が 多か っ た （そ の まま 出

作 り小屋で 保管さ れ る場合 もあ っ た）。 収穫作業は 3月下旬 に は大部分 の 世帯 で 終了 して い た 。

5 ．稲作 作業の 類型化

　東南ア ジ ア 島嶼部 の 熱帯湿潤気候下 の 湿地 に お ける稲作方法 の 特徴 の ひ とっ は，移植 と され

て きた ［高谷 1978： 32；福井 1980： 712］。 しか し，N 村で は移植 の 他 に散播に よ る植 付けが 一

般 的 に 見 られ た 。 そ こ で ，稲作作業 を 散播 と移植 に 着 目 し て 分 け た後， さ ら に 本 田準備 の 方法

や 補植 の 有無 に よ り細分化 し 6 っ に類型化 した （表 1 ）。

　各筆 ごとに お こ な わ れ た作業類型 を見る と， 散播型 （B1 ， B2 ，
　 B　3）が 全体の 42％ に当た

る 21 筆 で ，移 植型 は 54％ に 当た る 27 筆 で お こ な わ れ て い た （表 2 ）。 また， 2 筆 で 散 播型 と
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移植型が 同じ筆内で お こ なわれて い た 。 世 帯 ごと に 見 れ ば，散播型 が 39％ に 当た る 15世帯で，

移植型 が 47％ に 当 た る 18 世帯 で お こ なわ れ た （表 3 ）。 ま た ，
5 世帯 （13％）が 散播 型 と 移植

型 と もに お こ な っ た 。

IV　労働 投入 量，必要経費お よび収量

1．収量 ， 自給状況お よ び米の 販売

すで に述 べ た とお り，収量 が移植田 と散播田 で 異な る こ とは村び とも認識 して い た 。 実 際の

収穫米の 計測結果
L8）か ら平均籾収量 を算出す る と ， 移植 の 場合 （作業類型 T1 ，T2 ，　 T 　3 ） は

ヘ ク タ
ー

ル 当た り 1，610　kg ，散播 の 場合 （B　1 ，
　 B　2 ） は 1．110　kg で あ っ た 。

19）

　収穫 された米 は，世帯 内で 消費 され ，余剰が 出た場合は そ れ を売 る世帯が見 られた。調 査年

の 収穫に よ っ て各世帯 に お ける 自家消費米 の 自給 の 可否を推定
2°）

す る と， 収穫量 の 計測が 可能

で あ っ た 25世 帯中 自給可能 で あ る の が 10世帯 の み と大 半が自給 で きな い こ と に な る 。

2DN

村

で は，湿地田お よ び焼畑 で の 米作 り を お こ な わ な か っ た 世帯 （41 世 帯）は もち ろ ん，稲 作 世帯

で も自家 消費米の 不足分の 購入は普通 に お こ なわれて い た 。

余剰米が生 じた 世帯は，それ を バ コ ン 川沿 い の 隣 り村 に 定期 的 に 来航す る華人商人 の 屋形船

（bandong ）や バ コ ン 川沿 い の 商業伐採キ ャ ン プ に あ る程度 ま とめ て 売 っ た り， ま た ， 小分 け に

して ミ リの 街頭で 販売 し て い た 。 1996 年 5 〜 6 月頃 の 販売価格 は，華人商人の 屋形船に 対 して

は 2．0 〜 2．5 リ ン ギ ッ ト
22）
／kg （白米 ）， ミリの 街頭で は 3．4 リ ン ギ ッ ト／kg （白米）で あ っ た 。

販売量 ， 販売先 ， 時期 な どは，各世帯 の 現 金の 必要性 に応 じて 決ま るが ， 収穫 直後 が最 も頻繁

に 売 られ た 。 そ の 際 ， 先年 の 占米 が売 られ る こ とが多 か っ た 。
1995 年 6 月〜 1996 年 5 月の 1年

18）収穫量 の 計測方法 は，収穫米 の 保 管方法 に よ っ て 異 な る。収穫 さ れ た 米 は，乾燥 ・脱穀後 　グ ニ

　 guni 袋 （市 販 の 肥料 や 飼料が詰め られ て い た ナ イ ロ ン 製 の 袋）や テ ィ
バ ン tibang と 呼 ば れ る米び

　　っ に納 め られ て 保管 され る場合 が あ っ た 。 ま た ， 脱穀 せ ず に 穂 の まま乾燥 させ 出作 り小屋 に 山積み

　　で 保管 され た 場合 もあ っ た 。 グ ニ 袋 の 場合 は ひ とつ ず つ 袋 を 秤 量 し，米 び つ の 場合 は 体積か ら重 量

　　を推定 した 。 穂 の ま ま 山積み で 保管 さ れ た 場 合 は ，収穫 量 の 計測 ・推定 は 困難 で あ り お こ な わ な

　　か った 。 収量 は 前 述 の と お り，洪水 な ど の 自然災害 や 獣害に よ っ て 年 ご と に ，ま た，筆 ご と に 大 き

　　く変動 す る。調査年 に は大き な水害，旱魃害，およ び極端な獣害 ・病虫害は発生せ ず，例年 と比 べ

　　豊作 で あ る と い う世帯が ほ と ん ど で あ っ た 。

19）出水や 冠 水に よ り収穫が 全 くな い か極端 に少 な い 場合を除 い て 集計 した 。

20）米 の 消費量 は，村で の 計測 お よ び聞き取 り結果 か ら，　 1 人年間籾米 270kg 消費す る と し， こ れ に

　　世帯人数 を乗 じて 算出 した 。 世帯人数 は， 1995 年 6 月
〜 1996 年 5 月 の 1 年間 ，

6 ヵ 月以 上在村 し

　　た 者 を対象と し，10歳以上を 1人 ， 3 〜 9歳 まで を 0，5 人， 3歳未満を 0 と数え た 。

21） た だ し，自給 の 可 否は年単位で は 必ず しも計 れ な い 。 前年，あ る い は 前 々 年 か ら の 余剰米 が 食 さ れ

　　る こ と が あ る 。 例え ば，旱魃 の 影響を受け収穫 の 少 な か っ た 1998年 の 例 で は，豊 作 で あ っ た 1996

　　年 の 収穫米 を 食 して い る世帯 が あ っ た 。 イ バ ン の 村 で 収穫が 自給 の た め の 必 要量 に 満 た な い 世帯 が

　　多 い こ と は ， 焼畑 の 例 で は あ る が Freeman ［1955 ： 104］や Padoch 匸1982： 78］が報告 して い る。

22） 1 リ ン ギ ッ トは 約 42 円 （1996 年） で あ る 。
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間 で は 6 世帯 が 籾重 で 50 〜 930kg （平均 442　kg ） の 米 を売 っ た 。 こ れ らの 世帯で ，
1996 年 の

収穫量 の 測定が 可能で あ っ た 5世帯 の うち 4 世帯は 自家消費量の 2 倍以上 の 収穫が あ っ た 。

2．農薬 ・肥 料お よび手伝 い 雇用の 経費

　除草剤は ，
パ ラ コ ー トが 22 世帯で ，2， 4−D は 24世帯で 使わ れ て お り，13 世帯 で 両者共に使

用 され た 。 使用量 は ，

パ ラ コ ー ト が世帯当た り 0．7 〜 16 リ ッ トル （平均 6。0 リ ッ トル ）， 2 ，
4 −D

が 1 〜 4 リ ッ ト ル （平均 2．O リ ッ トル ）で あ っ た 。 除草剤の 使用 量 は，植生 の 状況 に 左右され る

た め ， 田 の 面積 との 間 に は必 ず しも強 い 相関は な か っ た
。 例 え ば，本田準備 で 山刀 に よ り伐採

した後 パ ラ コ ー トを ま く （作業類型 T2 ）場合 の 除草剤 の 使用量 と田 の 面積 と の 相関係数は

0，35，ま た，広葉雑草 の 多 い 場合 の み に ま か れ る 2
，
4−D の 使用 量 と田 の 面積 と の 相 関係 数 は

O．24 と低い 。 しか し，本 田準備で タ イ ワ ン ア シ カ キ草地 に は じめ か らパ ラ コ ー トを ま く （作業

類型 T3 ）場合 は，パ ラ コ ー トの 使用量 と田 の 面積と の 相関係 数 は 0，55 とか な り相関が で た 。

こ れ は ， タイ ワ ン ア シ カ キ の み が ほ ぼ独占的に 優占す る
一

様な 草地 へ の 散布で ある た め
， 単位

面積当た りに使 われ る薬剤量が世帯間で そ れ ほ ど変 わ らない ため と考 え られ る 。

　施 肥 は MB 道路沿 い の 丘陵地 の 谷部 の 田 で 7 世帯 の み が お こ な っ た 。 5 世帯 が ミ リで 化学肥

料 50kg を 55 リ ン ギ ッ トで 購入 し ， 2世帯が 5kg を農業局か ら 5 リ ン ギ ッ トで 購入 した 。
50

kg 以 上 を施肥 （施肥面積 ： 0．5 〜 0．89　ha）す る の は， 1960年代中頃以 来 ， 長年 MB 道路沿 い

で 稲作を続けて きた世帯 で ， 施肥 は貧栄養の丘 陵地 の 谷部 の 湿地で 有効だ と考え て い た
。

　手伝 い の 雇用 は移植お よ び収穫の 際に 見 られ た 。 移植時に は 5世 帯が 6 〜 30 人 日 （平均 14

人 日），収穫 時に は 7世帯が 10　一　30 人日 （平均 21人 日）， そ して ，移植 と収穫 の 両時期に は 9

世帯 が 6 〜 60人 日 （平均 24 人 日） 分の 手伝 い を雇 っ た 。 手伝 い は同 じ村 の 他世帯 の 女性が ほ

とん どで あ っ た 。 報酬 はすべ て の 世帯が現金 で 払 っ た が， 2 世帯 は 一部 を米 で 支払 っ た 。 現金

で は 14 リ ン ギ ッ ト／人 日 （白米 で 約 62kg に 相当）， 米で は 白米 で 約 7．5　kg／人 日が 支払わ れ

た 。 調査年にお い て 世帯 間の 労働交換に よ る作業 は見 られな か っ た 。

3 ．作業類型別 の 労働投入量 ，経費お よび収量

　 1 〜 3 世帯 で 集中的に お こ な っ た観察 の結 果か ら，湿地 田稲作 の 主 な 作業の 投入労働量 を算

出 し，作 業類型別 の 単位面積当た りの 労働投入量 ， 経費お よ び収量を算定 した （表 4 ）。 稲作作

業 で は ， 山刀 に よ る除草 ， 移植 お よ び収穫 で 作業量が か か る こ とが わ か る 。 特 に ， 短期間 で 仕

上げる必要の ある移植と収穫 の 時期に 作業量 は ピ ー
ク をむかえた 。 移植 が集 中的に多量 の労 働

を必要 とする の に比 べ る と， 散播 に か か る労働量 はは るか に 小 さか っ た 。
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V 　植付 け方 法 と植生 およ び稲作世帯の 状況

以下 で は ， 散播ま た は移植が ど の よ うな植生 の 状況の 下で お こ なわれ たの か ， ま た ， ど の よ

うな世帯に よ っ て お こ な わ れ て い た の か に っ い て 検討 した 。

1 ．植 付け方法 と植生

　植付 け方法は ， 先に 述 べ た よ うに ， 田を開 く前の 植生 と関係が あ る 。 実 際 に，どの よ うな植

生 の 場所が開か れ て 散播 と移植が お こ な われ た の かを筆 ご と に 検討 した （表 5 ）。 そ の 結果 ， 散

播は
，

二 次林 また は カ ヤ ッ リ グ サ 草地 が 開かれ た 田 に お い て お こ な わ れて お り ， 連作年数は初

年また は 2 年 目が大半 を占あ た 。

一方，移植 は ，
カ ヤ ッ リグ サ 草地 が 開か れ た 田 の 10筆で お こ

な わ れ る と同時に ， タ イ ワ ン ア シ カ キ が生育す る草地 が 開か れ た 田 で もお こ な わ れ て い た 。 連

作年数 は 6年以上 が大 半 を占め た 。

　 こ の よ うに ， 散播 と移植 に よ っ て 田 を開 く前 の 植生 と田の 連作年数が異な る の は ， 主 に 植付

け後の 雑草の 発生 と関 係す る 。 つ ま り ，
二 次林や連作年数の 少 な い カ ヤ ッ リグサ 草地で は ，植

付 け後の 広葉雑草 の 発生 が 少な い た め 散播が可能 で あ っ た 。 こ れ に対 し ， タイ ワ ン ア シ カ キ が

生育す る草地 で は，広葉雑草が多 く発生す る と共に タイ ワ ン ア シ カ キ 自身が 急速に回復 して 稲

に 害を 及 ぼす た め，稲作 は雑草 との 競争に 有利な移植に よ っ て お こ な わ れ た 。 移植は，二 次林

に 開か れた 田で は そ の 作業が倒木を また ぎ ， か い くぐりな が らとな り，効率が 悪 い と い う理 由

で お こ なわれ な か っ た 。

一方，草地 で は ， 移植され た苗は 雑 草害 を受 け に く い の で ，
い ず れ の

植 生 の 草地が 開か れた 田で もお こ なわ れ て い た 。

表 5　 本田準備前 の 植生と散播 ・移植 田 筆数

本 田 準 備 前 の 植 生
連 作 年 数 （筆 数）

初年 2 年 3 年 4 年 5年 6 年 以 上
筆 数 計

散
二 次林 4 一 一 一 一 一 4

播 カ ヤ ツ リ グサ 草地 7 7 2 2 一 一 18
田

（
タ イ ワ ン ア シ カ キ草地 一 一 一 一 『 一 0

22

簍
カ ヤ ッ リ グサ ・タ イ ワ

ン ア シ カ キ混生草地

一 一 『 一 一 一 0

移
二次林 ｝ 一 一 一 一 一 0

植 カ ヤ ッ リグサ 草地 6 一 1 一 2 1 10
田

（
タ イ ワ ン ア シ カ キ 草地

一 一 一 一 一 6 6
28
筆）

カ ヤ ッ リグサ ・タ イ ワ

ン ア シ カ キ混生草地

一 一 一 一 一 12 12

出所 ： 聞 き と りに よ り筆者 が 作成。

88

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kyoto University

NII-Electronic Library Service

Kyoto 　UnlverSlty

市川 ： サ ラ ワ ク州 イ バ ン 村落 に お け る 湿 地 田稲作

　 タ イ ワ ン ア シ カ キ お よ び カ ヤ ッ リグ サ の 両種 と も，開放 され た湿地 で は土壌 お よび乾湿条件

の 似た と こ ろ に 生育す る
。

た だ し， カ ヤ ッ リ グサ が林内で もや や 明 る く湿性な立地で は 散在す

る の に 対 して ， タ イ ワ ン ア シ カ キ は林内で は ま っ た く見 られ な い 。 村 び と に よれ ば，林地 を開

い た 田 で の 収 穫後 そ こ は カ ヤ ッ リ グ サ 草地 と な る が ， さ ら に 同 じ場所 を 5 〜 10 年連作 す る と

次第 に タ イ ワ ン ア シ カキ が生育 す る よ う に な り，
つ い に は タイ ワ ン ア シ カ キが ほ ぼ 独 占的 に 優

占す る草地 へ と遷移 して い く。 2 つ の 草地は開放 され た湿地 の 異 な る 自然環 境の 場所 に 分布す

る の で はな く， 人為圧の 強弱が要 因 とな り形成 さ れて い る と い え よ う。

2 ．散播世帯 と移 植世帯

　散播 と移植 と もに お こ な っ た 5 世帯 を除 き，世帯 に よ っ て 植付 け方 法 は ど ち らか 一方が 選択

され て い た 。
こ こ で は，各稲作世帯 を散播世帯，移植世帯 お よ び散播 と移植 と もに お こ な っ た

世帯 に分 け ， それぞ れ に見 られる世帯 の 特徴 に っ い て 検討 した （表 6 ）。

　（1）散播世帯 （作業類型 B1 ，B2 ，　 B　3 に よ っ て お こ な っ た 12 世帯）

　散播は ， 主 に 作業者が 高齢 （平均 60 歳 ： 7 世帯）や病 み 上が り （1 世帯 ） と い っ た 理 由で 体

力的 に 劣る世帯 で お こ な われ て い た 。 高齢 の 作業 者 の 世帯 の 生計 は，主 に 子世 代 の 出稼 ぎに

よ っ て 維持 さ れて お り ， 作業者は 稲作 に専念 して い た 。 高齢の た め
一

時に きっ い 仕事 は で きな

い の で ，カ ヤ ッ リグ サ 草地 の 伐採 や 間引 き移 植な ど の 作 業を毎 日少 しずつ 長 い 期 間を か け て 終

わ らせ て い た 。 また ，作業 者が病 み上 が り の 世帯 も小さ な 田 （0．22ha ）で 散播に よ る無理 の な

い 稲作を した 。

　一方，前年 まで 移植 を お こ な っ て お り，本来 は移植世帯で あ るが，調査年で は田 を 二次林に

開 い たため散播 をお こ な っ た世帯 （3世帯）が 見 られ た 。
こ の 他 に ， 壮齢の 作業者が い る に も

か か わ らず散播 を お こ な っ た世帯 が 1世 帯 あ っ た 。

　（2 ）移植世 帯 （作業類型 Tl ，　 T2 ，
　 T3 に よ っ て お こ な っ た 15世帯）

　壮齢 の 作業者の い る ほ と ん ど の 世帯 は 移植をお こ な っ た 。 ほ とん ど の 作業者 は，現 金収入を

得 るた め に ラ タ ン籠の 作 製な どの 稲作以 外 の 仕事をお こ な っ て い た 。 世帯 ごと の 作業者の 人数

や生計を立 て る上 で の 稲作 の 位置づ けの 違 い に よ っ て 経営規模が 異な っ て い た 。

　比較 的若 い （平均 42 歳）少数 （1 〜 2 人）の 作業者 が い る 世帯 （4 世帯 ） は ，
カ ヤ ッ リ グ サ

草地 に 小 さめ の 田 （平均 0．43ha ）を開 き移植 した 。 これ らの ほ とん どの 世帯は ， 親子 2世代に

よ り構成 され，子 は若齢 また は学業中 の た め 就労不可能か ， 働 い て い て も就労経験が 浅 く収入
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は低 い （子 の 平均年齢 15 歳）。 こ の よ うな世帯 で は，家 計を 支え る の は一組 の 夫婦で あ っ た 。

農繁期以 外は妻の み が稲作に ， 夫は 出稼 ぎな どに 従事 し， 農繁期の み夫が帰村 し稲作 を手伝 う

表 6　 散播世帯 と移植世帯 の 状 況

植付け

方法
世 帯 の 主 な 状 況 栽　 培　 方　 法　 等

主 な 作業類型 と

　 実施世帯数

田 の 平

均面積

（ha）

作 業 者が 1 〜 2 人 と少 な く， 高齢 散播の み の作業類型 B2 で 広い 田
B23 世帯 0．86

（平均 60 歳） また は 病 み 上 が りの 世 を作る場合 と ， 小さ い 田 に散播後

帯。高齢作業者 の 世帯 は彼 らの 子世

代 が 出稼 ぎ等 で 生計 を た て て い た 。

に 補植を す る B3 に よ りお こ な う

場合 が あ っ た 。

B35 世帯 0．40

散播
3 人 の 壮齢 の 作 業者 が い る 。 世帯内 毎年，散播後 に 補植す る （B3 ）。

12世帯
で 親世代が 稲作の 中心 とな り，子世

代 が 出稼 ぎ を して い た 。

B31 世帯 Ll2

1 〜 2人 の 壮齢 （43 歳） の 作 業者 本来 は 移植世帯 で あ る が，調査年

が い る 。 で は 二 次林 に 田 を開 い た た め，散 B13 世帯 0．69

播 をお こ な っ た。

壮齢 （平均 42 歳） の 作業者 が 1 〜 カ ヤ ツ リグ サ 草地 に 小 さ い 田 を 開

2人 い る世帯 。 子が若齢 で 就業 して き，移植をお こ な っ た 。

T1
い な い た め，一

組 の 夫婦 の み が家計 4 世帯 0．43
T2

を支え た 。 夫 は 出稼 ぎを し，妻が稲

作 を した 。

壮齢 （平均 51 歳） の 作 業者 が 2〜 カ ヤ ッ リグ サ 草地 ま た は タ イ ワ ン

移植 3人 い る 。 世帯 は 2〜 4 世代 か ら構

成 さ れ，子世代 が 出稼 ぎを し，親世

ア シ カ キ草地 に中程度の 面積の 田

を開 き移植 をお こ な っ た 。

T2T38
世帯 0．64

15 世帯 代 が 稲作を した 。

壮齢 （平均 39歳） の 作業者が 3〜 主 に 除草剤 を使 い タ イ ワ ン ア シ カ

4人 い る 。 世帯は 2〜 4 世代か ら構 キ草地 に 田 を開き移植をお こ な っ

成 さ れ，子世代 が 出稼 ぎを し，稲作

作業 の 中心 と な る親世代 に 子 らが 加

た 。

T33 世帯 L69

わ っ た 。 米 を売 る た め 積極的 に 稲作

がお こ なわれ た。

壮齢　（平均 46 歳） の 作業者 が 2 〜 2 筆 の 田 で ， 1筆 は 山刀 に よ る伐

3 人 い る 。 世帯 は 2〜 4 世代 か ら構 採 で ，も う 1筆 は 除草剤 の 散布 で
T3

移植 と

成 さ れ，子世代が出稼 ぎを し，稲作

作業 の 中心 と な る親世代 に 子 ら が 加

本 田準備 を，ま た， 1筆 で 散播，

もう 1筆 で 移植 に よ る植付 け を し
と

B23
世帯 L49

散播 わ っ た 。 米 を売 る た め 積極的 に 稲作 て 労働 の 集 中 を 避 けて い た 。

が お こ な われ た 。

5 世帯 作業者が高齢 （平均 60 歳） の 世帯 高齢作業者 の 世帯 で は，主 に 散播
B3

と，夫の 出稼ぎ に よ り通常の作業が

妻 1人 （33歳）に よ っ て お こ な わ

で お こ な わ れ た 。 作業者が 1人 の

世 帯 で は 主 に 移植 で お こ な わ れ
と

T22

世帯 0．78

れ て い た世帯で あ る 。 た 。

出所　現地調査 に よ り筆者 が 作成 。

　注 　 こ の 他 6 世帯 が 次 年度用 の 種籾 を と め る た め に 小 さ な 田 （平均 0．22ha ） を 開 い た 。
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こ とが 多か っ た 。 本田準備 は，作業者が 比較的若 く， 開 く田 も小 さい た め ， 除草剤の 購入費を

あ ま りか けず ， 山刀 に よ り カ ヤ ツ リ グ サ 草地 を伐採 し た 。 妻 は稲作以外 に，現金収入 を 得る仕

事を す る た め，植付け後 か ら収穫 まで の 作業 が少 な い 移 植を お こ な っ た と い う。

　壮齢 の 作業者 （平均 51 歳）が 2 〜 3 人 い る世帯 （8 世帯 ）は，除草剤 を使 っ た 本田 準備 をす

る こ と に よ っ て比較的大 きな 田 （平均 0．67ha）を作
’
o た 。 こ れ らの 世帯 は ，

2 〜 4 世代か ら構

成 され，複数 の 労働 可能 な世 代を 持っ た め ，世帯 内 で 出稼 ぎな ど に よ り現金収入 を得 る者 と，

稲作 をす る者 に 分れ て 生計を立て て い た 。 主 に 20歳代〜 30歳代 の 若 い 世代 の 男 （平均 年齢 30

歳）が 出稼ぎや 村内で の 稲作以外 の 仕事で 現金収入を得て，親世代 が 中心 とな っ て 稲作を して

い た 。 移植 は ， 生 育が確実で 収量 が 高 く， 植付 け後収穫 ま で の 手 間が か か らな い と い う理 由で

お こ な わ れ て い た 。

　壮齢 の 作業者 （平均 39歳）が 3 〜 4 人 い る 世帯 （3 世帯）は ，
タ イ ワ ン ア シ カ キ草地 に 除草

剤 を使 っ て さ らに 大きな田 （平均 1．69ha ） を開い た 。
こ れ らの 世帯 は 2 〜 4世代か ら構成 さ

れ，若 い 世代 の 男 （平均年齢 26 歳 ）は 出稼 ぎを す る が ，そ の 妻 や 出稼 ぎ しな い 子 が稲 作 の 中心

と な る中高年 の 世代 に 加 わ る こ と に よ っ て作業者 が多 くな り， 彼 ら の 平均年 齢 も若 くな っ て い

た 。 田が 大 きい た め除草剤を用い て 本 田準備 の 作業量 を減 らして い た 。 移 植は，生育が 確実 で

収量が 高 く，植付け後収穫 ま で の 手 間が か か らな い と い う理 由で お こ な われ て い た 。
2 世帯 が

余剰米 を販売す る な ど，生計 を立 て る 上 で 湿地 田 稲作 の 重要性 は高 く，経営規模の 大 き い 稲作

が お こ な われた 。

　（3）移植 と散播 と もに お こ な っ た 世帯 （5世 帯）

　壮齢 の 作業者 が 2 〜 3 人 お り，大 きな 田 （平均 L49 　ha ）を 開 く世帯 （3 世帯）が， 2 筆 の 田

の うち 1 筆 を散播で ， も う 1筆 を移植で お こ な い 本田 準備 と植付け時に お け る労働 ピーク を低

減 して い た 。 すなわ ち，本 田準 備時に は作業量の かか る山刀 に よ る伐採 と作業量 が少 な い 除草

剤 の 散 布を組 み 合わ せ ， ま た，植付け時に は作業量が少な い 散播 お よ び 間引き移植と作業量 の

か か る移植 作業を組 み合 わ せ る こ と に よ り作業 の 集中を避 けて い た 。

　そ の 他 に は ， 作業者の 2 人が 高齢で あ る 1世帯 は，散播 を主 に して 植付 けをお こ な っ た 。 ま

た，夫の 出稼 ぎに よ り作業者 が 若 い 妻 （33歳）の み で あ る 1世帯 は ， 移植 と散播 を ほ ぼ同面積

お こ な っ た 。

　な お ， 世帯 の 労働力の 状況 に 関係な く ， 種籾の 不足が 決定的な要因 とな っ て 6 世帯 が散播 ま

た は 移植 に よ り小面積の 田 （平 均 0．22ha ）を開 い た 。 彼 らは， しば ら く稲作を中断 して お り，

再 開 し た調 査年 に は種籾が な か っ た 。 こ の た め
， 他 の 稲作世帯 か ら わ ず か な 種籾 を譲 り受 け，

次年度用 の 種籾 を増 やす た め の 稲作 を お こ な っ て い た 。
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　以上 の よ う に ，栽培技術の 選択 は，各世 帯の 労働力 の 数や労働 の 質 ， ま た，生計を立て る う

え で の 稲 作 の 位置づ けが要因 とな っ て お こ なわ れ て い る こ とが わ か っ た 。

VI　 お　 わ　 り　 に

　 こ れ ま で ，東南 ア ジ ア 島嶼 部 の 熱 帯 湿潤 気候 下 の 湿 地 に お け る稲作 の 特徴 の ひ と つ は移植 と

され ［高谷 1978 ：32；福井 1980 ： 712］， N 村 の 立地す る地域 も移植稲 作地 帯 とみ な さ れて きた 。

しか し， N 村 で は ， 移植に加 え て散播に よ る植付け も
一

般 的 に お こ な われて い た 。 散播 と移植

を比 べ る と，移植 は散播 よ り作業量 が か か るが ， 稲が 雑草 と の 競争 に 強 く生育が 確実で 収量 も

高 い
。 逆 に散播で は ， まか れ た籾の 流出， ス ズ メ の 食害，発芽苗 と雑草 と の 競合な ど によ り生

育 に不確 実性が 伴 うが ， 作業は移植よ りは るか に 省力的で あ る 。

　イ バ ン は ， 時 々 の 経済状況 に よ り臨機 応変 に仕事を変え て い く性向が あ り ［Sutlive　1992：

111； Cramb 　l988］， 稲作が 生業 の 中心 に な る と は限 らな い 。
　 N 村 で も，本文で 述 べ た よ う に ，

各世帯で は出稼 ぎを は じめ とす る多 くの 仕事 が複 合的 にお こ な わ れ て お り ， 世帯に よ っ て 稲作

作業に か け られ る労働者 の 数や労働の 質 は様 々 で あ っ た 。 こ の よ うな民族 的 な特性 を反映 した

生計 の 立て 方が ，稲作に お け る栽培技術 （特に 本 田準 備 と植付 けの 方法）の 選択に は関係 して

い た 。

　散播稲作 で
一般的 に 最 も問題 とされ る の は雑草害で あ る が ［黒澤 1994］，

N 村で は こ の 問題

を田 を開 く場所の 植生 を吟味す る こ と で 解決 して い た 。 す なわ ち，植付け後 の 雑草 の 発生が少

ない 二 次林 また は連作年数 の 少な い カ ヤ ッ リグ サ 草地 が 開か れ た田で 散播が お こ なわ れ た 。 こ

れ まで ， 植付 け方法 として 強調 さ れて きた移植 は，雑草の 繁殖力が 旺 盛な当地 域 の 自然環境 に

適応す るた め に お こ な われ ると指摘 されて い る ［高谷 1990 ： 60］。 しか し， N 村の 例で は，異 な

る植生 ご と に 発生 す る 雑草 の 量 の 多寡 が 村 び とに よ っ て 見極め られ る こ と に よ り散播が お こ な

わ れ て い た の で あ る 。

　N 村 の 栽培技術は近 年さ ら に 多様化 して い る 。 1970 年代 終盤 の 除草剤 の 導入 が契 機 とな っ

て ， そ れ ま で 未利用だ っ た 回復力 の 強 い タイ ワ ン ア シ カ キ 草地 が，除草剤の 散布に よ る本田準

備 と移植 に よ る植付 けが され る こ と に よ っ て 利用 さ れ る よ う に な っ た
。

　本稿で は ， 湿地田稲作の 現 況 に つ い て 述 べ て きたが ，村 び との 話 で は ， 実 は N 村で は過去に

おい て は散播 に よ っ て す べ て の稲作が お こ な わ れ て い た 。 苗代が作 られ移 植が お こ なわ れる よ

う に な っ た の は ， 除草剤が 村 に普及 した こ こ 20 年 ほ ど の こ とで ある と い う 。 っ ま り， N 村で

は ， 散播稲作が基本で あ っ た の だ 。 さ らに ，N 村以 外で も，西 カ リマ ン タ ン ［Dove 　1980 ： 954 ；

SeavQy 　1973 ： 222］や サ ラ ワ ク南西部 ［Padoch 　1982 ： 69］な どで散 播稲作 が報告さ れて い る。

こ の こ とか ら， 熱帯湿 潤気候下に お い て も散播稲作地帯 が存在 す る 可能性 が示 唆 され よ う。
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　N 村で 見 られ た稲作技術 は
，

こ れ ま で の 報告 の よ うに ，
カ ヤ ッ リグサ 科草地に 開か れ た田 で

移植され る とい う画
一

的な もの で はなか っ た 。 村び との 植生に対す る的確な知識 に 基づ き，植

付 けは 移植 に 加え て 散播で もお こ なわ れ，ま た，カ ヤ ッ リグ サ 科草地 に加 え林地 や イ ネ 科草地

が異な る方法で 開か れ て い た
。 そ れ らの 中か ら ， 「イ バ ン 的」に 生計が立て られ る世帯の 労働力

事情に適 した栽培方法 が選択 され，そ の 結果 ， ひ と つ の 村 の 中に お い て も，多様 な方法 に よ る

稲作が展開 して い た の で あ る 。
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